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水
道
事
業
会
計
決
算
状
況

平
成
21
年
度

― 

懸
命
な
経
営
も

赤
字
決
算
に 

―

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
水
道
水
を
、
み

な
さ
ん
に
提
供
す
る『
水
道
事

業
』
は
、
水
道
料
金
を
主
な
収

入
源
と
し
て
、
独
立
採
算
を
原

則
と
す
る
企
業
会
計
に
よ
り
経

営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
市
議
会
に
お
い
て

平
成
21
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
収
益
的
収
支
】（
水
道
水
を
み

な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
届
け
す

る
た
め
の
収
入
と
支
出
）

　

本
市
の
水
道
事
業
に
お
け
る

収
益
的
収
入
は
、
給
水
人
口

の
減
少
や
節
水
意
識
の
高
ま
り

な
ど
か
ら
使
用
水
量
が
年
々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
も

水
道
料
金
収
入
が
前
年
度
比

１
３
１
１
万
８
千
円
、
１
・
８
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
収
益
的
支
出
で
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

に
実
施
し
た
低
利
な
企
業
債
へ

の
借
換
え
に
よ
り
支
払
利
息
が

減
少
し
ま
し
た
が
、
減
価
償
却

費
や
資
産
減
耗
費
が
前
年
度
よ

り
増
加
し
た
こ
と
で
合
計
で
は

１
１
２
６
万
６
千
円
、
１
・
９
％

の
増
と
な
り
、
行
財
政
改
革
を

懸
命
に
進
め
経
費
削
減
に
取
り

組
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
収
支

と
し
て
は
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

【
資
本
的
収
支
】（
水
道
施
設
を

建
設
改
良
す
る
た
め
の
収
入
と

支
出
）

　

資
本
的
収
支
で
は
建
設
改
良

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
工
事
と
し
て
は
、

老
朽
化
し
た
水
道
管
や
施
設
の

更
新
事
業
が
主
な
も
の
で
す
が
、

ほ
か
に
は
公
共
下
水
道
整
備
に

伴
う
水
道
管
布
設
替
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

特
に
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ

り
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
事

業
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
は
、

国
庫
補
助
金
や
移
転
補
償
金
、

損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
賄

い
ま
し
た
。

　

ま
た
借
り
入
れ
た
企
業
債
の

償
還
元
金
も
こ
の
資
本
的
収
支

に
計
上
さ
れ
ま
す
。
低
利
な
企

業
債
に
借
換
え
を
実
施
し
た
こ

と
で
企
業
債
の
借
り
入
れ
お
よ

び
償
還
元
金
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

水道事業会計  （単位：千円、消費税抜き）

  （単位：千円、消費税込み）

【
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
】

　

収
益
的
収
支
の
改
善
の
た
め

水
道
課
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

① 

市
町
村
合
併
に
よ
り
組
織
機

構
の
見
直
し
や
事
務
事
業
の

統
合
な
ど
を
行
い
、
必
要
職

員
数
を
見
直
す
こ
と
で
人
件

費
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

② 

隔
月
検
針
の
実
施
に
よ
り
、

検
針
委
託
料
お
よ
び
検
針
機

器
の
経
費
を
年
間
９
百
万
円

以
上
削
減
し
て
い
ま
す
。

③ 

国
の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

制
度
を
活
用
し
、
平
成
19
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
の
３
か

年
間
で
年
率
５
％
以
上
の
企
業

債
を
繰
上
償
還
し
、
低
利
の

企
業
債
に
借
り
換
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
将
来
の
利
子
負
担

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

④ 

下
水
道
料
金
の
収
納
事
務
を

平
成
21
年
度
か
ら
水
道
課
が

受
託
し
、
事
務
受
託
収
入
な

ど
収
入
の
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

○
こ
の
よ
う
に
行
財
政
改
革
を

進
め
、
経
営
状
況
の
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
結
果
的
に
は

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
漏
水
な
ど
の
簡
易

な
修
繕
だ
け
で
な
く
、
老
朽
化

し
た
水
道
管
お
よ
び
施
設
の
更

新
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な

っ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら

に
厳
し
い
経
営
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

水
道
事
業
と
し
ま
し
て
も
今

後
と
も
一
層
の
経
費
節
減
に
努

め
ま
す
の
で
、
水
道
事
業
に
対

し
ま
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

項　目 金　額 主な内容など
（左の金額とは一致しません。）

収
　
益
　
的
　
収
　
支

事 業 収 益 759,907 水道の経営活動により生じる収入
営 業 収 益 730,084 水道料金　718,237
営 業 外 収 益 28,609 一般会計からの補助金　26,576
特 別 利 益 1,214 土地売却収入

事 業 費 用 765,549 水道の経営活動に要する費用

営 業 費 用 591,201
水道水を作る費用　99,552
水道水を届ける費用　168,465
減価償却費、資産減耗費
322,946

営 業 外 費 用 170,973 企業債利息　139,151
特 別 損 失 3,375 過年度損益修正損

当 年 度 純 損 失 5,642 当年度の収益と費用の差
前年度繰越利益剰余金 31,384 前年度からの繰越剰余金
当年度未処分利益剰余金 25,742 翌年度に繰り越す剰余金

項　目 金　額 主な内容など
（左の金額とは一致しません。）

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資 本 的 収 入 624,182 資産形成に充てる収入
負 担 金 850 工事負担金
補 助 金 150,553 国庫補助金、一般会計からの補助金
企 業 債 395,500 低利へ借り換えた企業債
補 償 金 77,279 補償金など

資 本 的 支 出 1,043,955 資産形成に要する支出
建 設 改 良 費 306,176 水道管や施設の新設、維持などの工事費用
企 業 債 償 還 金 737,779 企業債元金　

収 支 の 不 足 額 419,773

資本的収入が資本的支出に不
足する額。この収支の不足額
については、損益勘定留保資
金や建設改良積立金などで補
てんしました。



おめでとうございます
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＜社会福祉事業施設従事者＞＜民生委員優良活動団体＞

おめでとうございます

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

愛媛県小学校陸上運動記録会優勝を市長に報告

瑞
宝
単
光
章

▲市長に大会の様子を報告する西山さんと久保田さん

松尾　幸穗さん（東宇山）
　長きにわたり肱川の水位観測をされた
ご功績により受章されました。

大洲市肱北地区民生児童委員協議会
　多年にわたり積極的に地域福祉の推進
に尽力し、特に１人暮らし高齢者に対す
る支援や、見守りの充実が高く評価され
受賞となりました。

社会福祉法人　大洲幸楽園次長
　土井　浩司さん

　長きにわたり救護施設の指導員として
社会福祉の推進に貢献され、その功績が
高く評価されました。

　

12
月
14
日（
火
）、
愛
媛
県
小
学
校
陸
上
運
動

記
録
会
で
優
勝
し
た
西
山
竜
太
郎
さ
ん
（
喜
多

灘
小
学
校
６
年
）
と
久
保
田
杏
香
さ
ん
（
大
成

小
学
校
６
年
）
が
、
清
水
市
長
に
優
勝
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

記
録
会
は
、
11
月
８
日（
月
）に
ニ
ン
ジ
ニ
ア

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、
西
山
さ
ん
は
男
子
走

り
高
跳
び
で
、
久
保
田
さ
ん
は
女
子
１
０
０
メ

ー
ト
ル
走
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
人
か
ら
優
勝
の
報
告
を
受
け
た
清
水
市
長

は
、「
こ
れ
か
ら
も
記
録
を
伸
ば
し
て
、
中
学
に

入
っ
て
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
得
意
な
分
野
を

伸
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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全国中学生人権作文コンテスト
　人権意識の普及高揚を図るため、人権作文コンテ
ストが行われ、市内からの応募総数1,572点中、次の
みなさんが入賞されました。

 愛媛県大会
 ＮＨＫ松山放送局賞

　長浜中学校２年　菊地このみさん
　　「 伯母の話から」
大洲地区大会
優秀賞
　長浜中学校３年　山田　真澄さん
　　「 戦争と平和」
奨励賞
　大洲南中学校３年　新川　洋平さん
　　「新たな差別」

愛媛県小学生人権メッセージコンテスト
大洲地区大会

　小学生の人権意識を高めようと、人権メッセージコ
ンテストが開催されました。応募総数1,451点中、次の
みなさんが入賞されました。

最優秀賞
　平野小学校６年　兵頭　舞香さん
　　　「ごめんね」
奨励賞
　粟津小学校６年　西岡　政浩さん
　　　「ぼくの妹」

第30回
平成22年度

　第₁₀回「レンガのある風景」コンクールの表彰式と作品展がおおず赤煉瓦館で行われました。９月
から₁₁月に作品を募集し、約₁₈₀点の応募の中から以下のみなさんが入賞されました。

第10回「レンガのある風景」コンクール

▲大洲市長賞「眺望」　

▼

小
学
生
高
学
年
の
部

　
最
優
秀
賞
「
大
洲
赤
レ
ン
ガ
館
」　

▲写真の部
　最優秀賞「さんぽ」

部門 賞 氏　　　名 題　　　名
小
学
生
低
学
年

最優秀賞 三宅沙也加（喜多小３年） 東京芸術大学赤レンガ館

優 秀 賞
石河　芳紀（喜多小３年） 大洲赤レンガ館
武田　実怜（喜多小３年） 大洲赤レンガ館
上田　　匠（喜多小３年） 大きなレンガ倉庫

小
学
生
高
学
年

最優秀賞 川村　珠乃（喜多小６年） 大洲赤レンガ館

優 秀 賞
島田萌々香（長浜小６年） 門をくぐって
曽根　康寛（喜多小５年） おおず赤レンガ館
川村　郁乃（喜多小４年） おおず赤レンガ館

中
学
生

最優秀賞 岡本　美咲（大洲南中２年） 赤レンガと少女

優 秀 賞
永井　真人（大洲南中１年） 秋の保内
畑中　星莉（大洲南中２年） 赤レンガ館
深田詩央里（大洲南中２年） 赤煉瓦館の外灯

高
・
大
・
一
般

最優秀賞 濱本　秀雄 別子銅山水力発電所跡

優 秀 賞
是澤　充広 時代の流れに何を感じるのか
畑山真一郎 保内町桐万長レンガの煙突
出水　悦子 覗いてみたくなりませんか？煉瓦館

写
真

最優秀賞 杉森　　斉 さんぽ

優 秀 賞
山岡　良平 夜のれんが館
濱本　秀雄 階段のもみじ

大 洲 市 長 賞 三好　　隆 眺望
審査員特別賞 大澤　里奈（喜多小４年） 大洲赤れんが館
山 田 き よ 賞 川村　遥乃（喜多小２年） 大洲赤レンガ館
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市内の企業・団体が集結!!
12月５日㈰、たいき産直市「愛たい菜」駐車場において開催された、第１
回大洲産業フェスタ2010。
天候にも恵まれ、約8,500人のみなさんにご来場いただき、活況のうちに、
無事に終了しました。
ご来場いただいたみなさん、本当にありがとうございました。

　

晴
天
を
呼
ぶ
朝
霧
の
な
か
、

各
出
展
者
、ス
タ
ッ
フ
が
着
々

と
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

午
前
９
時
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、

第
１
回
大
洲
産
業
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
が
ス
タ
ー
ト
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や

肱
川
ら
ー
め
ん
の
早
食
い
競

争
、
地
元
企
業
が
生
産
す
る

商
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
、

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と

笑
い
声
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
主
役
で
あ
る
、
総

勢
57
の
出
展
者
は
、
各
自
の

ブ
ー
ス
で
、
自
社
の
製
品
紹

介
や
活
動
の
紹
介
、
自
慢
の

逸
品
の
販
売
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
イ
ル
で
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
会
場
の
至
る
と
こ
ろ
で

行
列
が
。

　
「
看
板
や
工
場
は
見
た
こ

と
あ
る
け
ど
、
コ
レ
を
作
っ

て
い
た
ん
だ
！
」「
生
産
量
日

本
一
の
企
業
が
大
洲
に
あ
っ

た
！
」「
こ
ん
な
に
美
味
し
い

も
の
が
身
近
に
あ
っ
た
！
」

な
ど
、
大
洲
の
産
業
を
再
発

見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
で
し
た
。

　

あ
な
た
が
周
り
の
人
に
自

慢
で
き
る
「
大
洲
の
え
え
モ

ン
」は
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

【
出
展
者
一
覧
】

山
宝
堂
、
㈲
中
川
と
う
ふ
店
、

㈴
梶
田
商
店
、
㈲
青
雲
堂
、
㈱

誠
実
村
、
㈲
玉
井
民
友
商
店
、

伊
達
海
産
物
店
、
㈲
ひ
じ
か
わ

特
産
開
発
公
社
、
村
田
文
福
老

舗
、
丸
星
藤
樹
堂
、
菓
子
処
氣
晴
、

直
本
笑
美
堂
、
山
栄
堂
、
㈲
稲

田
菓
子
舗
、
森
製
麺
所
、
二
宮

福
寿
堂
、
㈲
長
浜
木
履
工
場
、

㈱
サ
ン
フ
ー
ズ
、
河
辺
ふ
る
さ

と
の
宿
、
大
洲
コ
ロ
ッ
ケ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
、
大
洲
市
青

年
農
業
者
協
議
会
、
長
浜
な
ん

と
か
し
よ
う
ぜ
委
員
会
、
仙
味

エ
キ
ス
㈱
、
新
井
産
業
㈱
、
㈱

ア
イ
テ
ッ
ク
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ

プ
東
大
洲
店
、
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ

大
洲
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
東
大
洲
、

㈱
ブ
ル
ー
ム
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

㈱
ミ
ュ
ウ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
四
国

電
力
㈱
、
伊
予
木
材
㈱
、
愛
媛

た
い
き
農
協
、
丸
三
産
業
㈱
、

日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
㈱
、
㈱
西
田

興
産
、
㈱
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
西
瀬
戸
、
谷
本
蒲
鉾
、
大

洲
市
観
光
協
会
、
大
洲
ま
ち
の

駅
あ
さ
も
や
、
㈲
井
下
商
事
、

パ
ン
の
ま
こ
と
や
、
じ
ゃ
こ
て

ん
や
下
坂
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ

パ
ッ
ク
ス
㈱
、
㈲
竹
内
海
産
物
、

㈱
シ
ロ
モ
ト
食
品
、
羅
り
瑠
れ

櫓
、
パ
ン
屋
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
、
山

下
農
産
、
㈱
伊
予
正
食
品
、
大

洲
農
業
高
等
学
校
、
愛
媛
竹
の

里
、
大
洲
市
森
林
組
合
、
㈱
夢
・

た
ま
ご
、
㈲
大
石
フ
ー
ズ
、
㈱

富
士
炭
化
興
業
、
あ
ま
ご
の
里

︵
順
不
同
︶

▲ 大洲名物「肱川らーめん」の早
食い競争！この競技のために徳
島から駆けつけた参加者も!!

▼ 仮面ライダー「オーズ」ショー
は子どもにも大人にも大人気で
した

▲ 抽選会の賞品も、地元企業から
ご提供いただきました

産業フェスタ
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